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世界の気候変動対策の転換点、出発点

すべての国に適用され、
（Applicable	to	all）

従来の二分論を超えて、「共通だが差異ある責
任」原則の適用を改善
・多くの規定が「すべての国」に適用

（一部に「先進国」「途上国」の書き分けが残るも、具
体の定義なし）

包括的で、
（Comprehensive）

緩和（排出削減）、適応、資金、技術、能力向
上、透明性の各要素をバランスよく扱う
・緩和、適応、資金に関する３つの目的を規定

前進・向上する。
（Progressive）

各国の目標見直し、報告・レビュー、世界全体
の進捗点検のPDCAサイクルで向上
・世界全体の進捗点検（長期目標）を踏まえ、
各国は５年ごとに目標を提出・更新
従来の目標よりも前進させる
・各国の取組状況を報告・レビュー

長期にわたり永続的に、
（Durable）

2025/2030年にとどまらず、より長期を見
据えた永続的な枠組み
・２℃目標、「今世紀後半の排出・吸収バランス」など
長期目標を法的合意に初めて位置づけ
・長期の低排出開発戦略を策定

パリ協定の特徴・意義
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○日程・場所：2017年11月6～17日、ドイツ・ボン （議長国フィジー）
○我が国出席者：中川環境大臣、環境・外務・経済産業他各省関
係者

○主要議題

（１）パリ協定の実施指針

• 2020年以降の世界各国の気候変動対策を進めるための各種
指針を来年のCOP24で合意に導くための交渉。

（２）2018年促進的対話（タラノア対話）のデザイン
•世界全体の排出削減の状況を把握し、意欲(ambition)の向上を
検討するための 「促進的対話」の基本設計に関する議論

（３）グローバルな気候行動の推進

•世界規模で国、自治体、企業など、
全ての主体の取組の促進

気候変動枠組条約第23回締約国会議（COP23）等について
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（１）パリ協定の実施指針交渉

n緩和（2020年以降の削減計画）、透明性枠組み（各国排出量な
どの報告・評価の仕組み）、市場メカニズム（二国間クレジットメカ
ニズム（JCM）等の取り扱い）などの指針の要素に関し、各国の意
見をとりまとめた文書が作成され、交渉の土台となる技術的な作
業が進展。

n会合を通じて、一部の途上国が、先進国と途上国の責任の
差異を強く主張。

（２）2018年促進的対話（タラノア対話）のデザイン
nCOP23議長（フィジー）から、2018年1月から開始されるタラノア
対話（世界全体の排出削減の状況を把握し意欲(ambition)を向
上させるための対話）の基本設計が提示。

COP23等の結果：概要

3



（３）グローバルな気候行動の推進

n「日本の気候変動対策支援イニシアティブ2017」をはじめ
とした様々な取組を紹介するイベントが多数開催。

nカナダ ・英国主導により、効率の悪い石炭火力発電所を

廃止する連合が発足（11月16日）。日本は参加を保留。
nNGOが世界各地の石炭火力発電の新増設や
輸出の中止を主張。

（４）その他

nまた、2018年及び2019年のCOPにおいて、全ての国の2020年
までの取組（パリ協定に基づく取組の前の取組）に関する対
話を開催。

COP23等の結果：概要
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日本政府代表ステートメント

n 「日本の気候変動対策支援イニシアティブ2017」
をはじめ、これまでの我が国の世界への貢献や国内外に

おける取組、非政府主体の取組支援、2019年のIPCC総会の
日本開催誘致の意向等について、中川環境大臣から表明。

n 途上国の民間セクターの排出量等の透明性向上を支援する
ための透明性パートナーシップ（見える化パートナーシッ
プ）を設立。その一環として、「透明性のための能力開発
イニシアティブ（CBIT）」への500万ドルの拠出、全世界の
温室効果ガス排出量を観測する人工衛星「いぶき2号」の来
年度打ち上げ等を表明。

COP23の結果：日本からの発信
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（参考）パリ協定に関するスケジュール
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ご清聴ありがとうございました！
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